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活用資料

学校間連携に関する共通助言事項（巡回相談等）

引継ぎまで含めた校
内スケジュールにつ
いて

引継ぎの重要性と対
象について

引継ぎ方法について
引継ぎにつながる
日々の支援の充実
について

助言① 助言② 助言③ 助言④

○ 「中学校等から
高等学校等への学
校間連携に関する
スケジュール」

【資料１】

○ 令和２年12月24日付け鹿教義第652号「移
行期における学校間連携の充実について
（通知）」

○ 「移行支援シート」

○ 「生徒の状況把握・引継ぎのためのシー
ト」【資料２】

○ 「自分の得意・
不得意気づきシー
ト」【資料３】

○ 姶良市教委作成
「得意なこと，苦
手なことシート」

【資料４】

期待する効果

○ 引継ぎに関す
る校内のシステ
ムを構築する
（いつ，どんな
ことを行えばい
いかなどを整理
する）。

○ 対象の学校が
できそうなこと
を整理すること
で，引継ぎへの
意識を高める。

○ 引継ぎの必要性
を学校全体で共有
する。

○ 全生徒を対象に
一人一人を見つめ
る（⇒引継ぎの必
要な生徒について
検討し，明らかに
する）。

○ 引継ぐための
方法を知り，生
徒の状況に応じ
て選択できるよ
うにする。

○ 本人の自己理
解や保護者の理
解を深めていく
必要性を理解で
きるようにする。

○ 本人の自己理
解を深めるとと
もに，学校（教
師）が気付きに
くい本人の困難
さに気付き，対
応できるように
する。

○ 日常の支援の
充実につながり，
引継ぎのよさを
実感できるよう
にする。

「中学校等から高等学校等への学校間連携に関するスケジュール」【資料１】

資料の活用について

※ 資料構成 ⇒ 「具体版」 「簡略版」 「学校作成用」 の３部

「具 体 版」・・・ 基本的に特別支援学校の巡回相談員が説明するためのもの

「簡 略 版」・・・ 訪問先の学校に提示，提供するためのもの

「学校作成用」・・・ 学校が必要な場合に，作成するためのもの
※ 学校に提示するとき ⇒ 学校の実情に応じて，必要だと考えられる取組や重要なポイント等に

マーカー等で強調して提示，説明。（必要に応じて，資料の修正可。）

「生徒の状況把握・引継ぎのためのシート」【資料２】 鹿屋養護学校作成（支援部会協議）のシートを活用

※ 校内支援委員会の普段の資料として活用（４月状況把握⇒状況の変化把握，引継ぎの検討など）
※ 特別支援教育関係に限らず，配慮や支援が必要な生徒の状況把握のために活用し，引継ぎの必要性

の検討にまでつなげる。

「自分の得意・不得意気づきシート」【資料３】 県教育委員会特別支援教育室（現特別支援教育課）作成

※ 対象：高等学校（中学校も可） 参考「高等学校における支援が必要な生徒の就職支援の充実に向けて」（令和２年３月）

※ 活用の流れ
学級活動やホームルーム活動において，生徒自身が記入 ⇒ 教育相談等で個別に活用（生徒と教師

がお互いに記入したものを照らし合わせながら，見立てが異なる部分などについて整理し。支援の方向性等につ

いて検討） ⇒ 支援・配慮の実施 ⇒ 形成的評価 ⇒ 引継ぎ内容として整理

「得意なこと，苦手なことシート」【資料４】 姶良市教育委員会作成のものを活用

※ 対象：小学校４年生～中学３年生
※ 資料構成 ⇒ 「得意なこと，苦手なこと」「個別面談の方法（例）」

「担任がすぐにできる支援方法の例」
※ 活用の流れ

「得意なこと，苦手なこと」（Ａ３版拡大）記入 ⇒ 「個別面談の方法（例）」を基に個別面談
⇒ 「苦手」と回答があった場合は「担任がすぐにできる支援方法の例」を参考に配慮等について
検討 ⇒ 支援・配慮の実施 ⇒ 形成的評価 ⇒ 引継ぎ内容として整理

※ 配慮事項
「姶良市教育委員会が作成した資料であること」と「問合せは，県教育庁特別支援教育課になるこ
と」を必ず伝えた上で，情報提供する。
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○○市立△△中学校 　　切れ目ない支援のための教育的配慮シート 【様式１】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
注
意
集
中
へ
の
支
援

(

注
意
喚
起
・
個
別
伝
達
・
視
覚
支
援

)

読
み
書
き
へ
の
支
援

(

ル
ビ
・
用
紙
拡
大
・
板
書
量
調
整
）

不
器
用
さ
へ
の
支
援

(

手
先
・
姿
勢
保
持
・
運
動

)

不
登
校
へ
の
支
援

(

別
室
登
校
・
適
指
室
・
F
S

)

対
人
面
へ
の
支
援

(

い
じ
め
・
暴
言
・
暴
力
・
コ
ミ
ュ

)

身
辺
管
理
へ
の
支
援

(

片
付
け
・
忘
れ
物
・
提
出
物

)

行
動
特
性
へ
の
支
援

(

こ
だ
わ
り
・
感
覚
過
敏
・
緘
黙

)

健
康
面
へ
の
配
慮

(

医
療
的
配
慮
・
保
健
室
来
室

)

身
体
機
能
へ
の
配
慮

(

歩
行
/
移
動
支
援
・
言
語
/
情
報
保
障

)

保
護
者
連
携
（
教
育
相
談
・
家
庭
支
援
）

機
関
連
携
（
S
C
・
巡
回
相
談
・
福
祉
S
S
W
・
児
相
）

多
様
な
学
び
の
場
に
よ
る
支
援
（
支
援
級
・
通
級
・
支
援
員
）

個
別
の
引
継
ぎ
（
移
行
支
援
シ
ー
ト
・
合
理
的
配
慮
申
請

)

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

1 10

1 11

1 12

1 13

1 14

1 15

1 16

1 17

1 18

1 19

1 20

1 21

1 22

1 23

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

組 番 氏　名 合否
チェックした項目の補足説明

(自由記述)

学業面

志望校

行動面 その他

高校名を選択すると，志望校ごと
のシートが作成できます。
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2 8

2 9

2 10

2 11

2 12

2 13

2 14

2 15

2 16

2 17

2 18

2 19

2 20

2 21

2 22

2 23
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中学校等から高等学校等への学校間連携に関するスケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

中

学

校

等

高

等

学

校

等

高

等

学

校

等

入

学

資料２

○ 「学校間連携に関するスケジュール」 【資料２】とするこ
との共通理解

○ 「自分の得意・不得意気づきシート」【資料３】の活用（全
体で，個人で）

○ 「姶良市教委作成：得意なこと・苦手なことシート」【資料
４】の活用（全体で，個人で）

移行支援シー
トに関する保
護者説明（承
諾を得る）

入学後のフォロー（中
学校への聞き取り）

中高連絡会の
実施

合格者集合
⇒ 生徒・保
護者への相
談窓口や機
会等の説明

引継ぎに向けた準備

移
行
支
援作
シ成
｜完
ト了 情報連携

引継ぎの
実施

（中学校
訪問，合
同情報交
換会等）

情
報
連
携
・
協
力

中・高連絡会
（気になる生
徒に関する情
報連携等）

学校見学会
⇒ 次年度に
向けた情報
連携

移行支援
シート等
の資料を
活用した
引継ぎ

校内支援委員会

願書の特
記事項等
確認

中・高連絡会
（気になる生
徒に関する状
況の共有等）

移行支援シートの作成開始

○ 「自分の得意・不得意気づきシート」【資料３】の活
用（全体で，個人で）

○ 「姶良市教委作成：得意なこと・苦手なことシート」
【資料４】の活用（全体で・個人で）

入学後のフォロー（高
等学校への情報提供

中高連絡会への
参加

引継ぎ対象者や方法等について検討
○ 引継ぎ
希望生徒
数把握

○ 実施場
所・方法
の検討

○ 担当者
等の決定

など

情報引継ぎに関する周
知（窓口等）及び準備

学校間連携に関するスケジュール」
【資料２】，「切れ目ない支援のた
めの教育的配慮シート」確認（通常
の学級の生徒）【資料１】

10



11

資料３-１



　　

１　とても

　得意
と く い

２　まあま

　あ得意
と く い

３　少
すこ

し苦
にが

　手
て

４　とても

　苦手
に が て

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

１　とても

　得意
と く い

２　まあま

　あ得意
と く い

３　少
すこ

し苦
にが

　手
て

４　とても

　苦手
に が て

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

１　とても

　得意
と く い

２　まあま

　あ得意
と く い

３　少
すこ

し苦
にが

　手
て

４　とても

　苦手
に が て

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

授
業

じ
ゅ
ぎ
ょ
うに

関か
ん

す
る
こ
と

⑭　席
せき

に座
すわ

って授業
じゅぎょう

を受
う

けること。

⑮　与
あた

えられた時間内
じ か ん な い

に文章
ぶんしょう

を読
よ

み終
お

えること。

⑯　文章
ぶんしょう

を読
よ

んで，要点
ようてん

がある程度
て い ど

分
わ

かること。

⑰　文字
も じ

（平仮名
ひ ら が な

，片仮名
か た か な

，漢字
か ん じ

）を丁寧
ていねい

に書
か

くこと。

⑱　教科書
き ょ う か し ょ

や黒板
こ く ば ん

の字
じ

を正確
せいかく

にノートに写
う つ

すこと。

作
業

さ
ぎ
ょ
う

に
関か

ん

す
る
こ
と

⑧　作業
さ ぎ ょ う

内容
ない よう

を理解
り か い

して，正確
せいかく

に作業
さ ぎ ょ う

すること。

⑨　指示
し じ

された作業
さ ぎ ょ う

が終
お

わったとき，終了
しゅうりょう

報告
ほ う こ く

や何
なに

をすればよいか等
と う

を尋
たず

ねること。

⑩　教室
きょうしつ

や作業
さ ぎ ょ う

（活動
かつどう

）をする場所
ば し ょ

の整理整頓
せ い り せ い と ん

をすること。

⑪　機器
き き

や道具類
ど う ぐ る い

を教
おそ

わった通
と お

りに正
ただ

しく使
つか

うこと。

⑫　時間
じ か ん

一杯
いっぱい

続
つづ

けて作業
さ ぎ ょ う

（活動
かつどう

）に取
と

り組
く

むこと。

⑬　指示
し じ

された内容
ない よう

が分
わ

からないとき，分
わ

からないと伝
つた

えたり，内容
ない よう

を聞
き

き直
なお

したりする

　こと。

自分
じ ぶ ん

の得意
と く い

・不得意
ふ と く い

 気
き

づきシート

　年　　　組　　　　番　　名前

①～㉚の質問
し つ も ん

を読
よ

んで、当
あ

てはまる数字
す う じ

に○を一
ひ と

つ付
つ

けてください。

今
い ま

までの学生
が く せ い

生活
せ い か つ

を振
ふ

り返
か え

って（友人
ゆ う じ ん

や先生
せ ん せ い

に指摘
し て き

されたことも含
ふ く

めて）答
こ た

えてください。

日
常

に
ち
じ
ょ
う生

活

せ
い
か
つ

に
関か

ん

す
る
こ
と

①　約束
や く そ く

の時間
じ か ん

を守
ま も

ること。

②　忘
わす

れ物
もの

をしないこと。

③　起床
き し ょ う

，食事
し ょ く じ

，睡眠
すいみん

など，規則
き そ く

正
ただ

しく生活
せいかつ

すること。

④　決
き

められたルールや約束事
や く そ く ご と

を守
ま も

ること。

⑤　シャツを入
い

れるなど身
み

だしなみを整
ととの

えること。

⑥　計画
けいかく

を立
た

てて行動
こ う ど う

したり，状況
じょうきょう

に合
あ

わせて計画
けいかく

を変更
へんこう

したりすること。

⑦　買
か

い物
もの

の際
さ い

，おつりの計算
けいさん

をすること。
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１　とても

　得意
と く い

２　まあま

　あ得意
と く い

３　少
すこ

し苦
にが

　手
て

４　とても

　苦手
に が て

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

１　とても

　得意
と く い

２　まあま

　あ得意
と く い

３　少
すこ

し苦
にが

　手
て

４　とても

　苦手
に が て

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

【特
と く

に苦手
に が て

だと感
かん

じていること】

㉘　嫌
いや

なことがあったとき，自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちをコントロールすること。

㉙　友人
ゆう じん

との雑談
ざつだん

や会話
か い わ

に参加
さ ん か

すること。

㉚　困
こ ま

ったことがあったとき，友人
ゆう じん

や家族
か ぞ く

，先生
せんせい

に相談
そうだん

すること。

　①～㉚の中
なか

で，この半年
はんとし

もしくは１年
ねん

ぐらいで特
と く

にできるようになったと感
かん

じる項目
こ う も く

の番号
ばんごう

を

　書
か

いてください。（いくつでも可
か

）

　上
う え

に書
か

かれた項目
こ う も く

以外
い が い

で，特
と く

に得意
と く い

だと思
おも

っていることや苦手
に が て

だと感
かん

じていることがあれば，自由
じ ゆ う

に記述
きじ ゅつ

してください。

【特
と く

に得意
と く い

だと思
おも

っていること】

対
人

た
い
じ
ん

関
係

か
ん
け
い

に
関か

ん

す
る
こ
と

㉔　相手
あ い て

を見
み

て話
はなし

をすること。

㉕　相手
あ い て

や場
ば

に合
あ

わせた言葉遣
こ と ば づ か

いをすること。

㉖　積極的
せっきょくてき

に話
はな

し掛
か

けて新
あたら

しい友達
と も だ ち

をつくること。

㉗　相手
あ い て

の気持
き も

ちを理解
り か い

すること。

⑲　人
ひと

の話
はなし

をよく聞
き

くこと。

㉑　発表
はっぴょう

のとき，声
こ え

の大
おお

きさや話
はな

す速
はや

さに気
き

を付
つ

けること。

発
表

は
っ
ぴ
ょ
うや

話は
な

し
合あ

い
に
関か

ん

す
る
こ
と

㉒　発表
はっぴょう

やグループでの話
はな

し合
あ

いのとき，話
はな

したい内容
な い よ う

を，相手
あ い て

に分
わ

かりやすく伝
つた

えること。

⑳　友人
ゆう じん

や先生
せんせい

から聞
き

いた説明
せつめい

や頼
たの

まれたことをしっかりと覚
おぼ

えておくこと。

㉓　話
はな

し合
あ

いの場面
ば め ん

で相手
あ い て

の意見
い け ん

を受
う

け入
い

れること。
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姶良市教育委員会作成「得意なこと，苦手なこと」シートの活用について

鹿児島県教育庁特別支援教育課

１ 活用できる資料

(1) 「得意なこと，苦手なこと」シート

(2) 「得意なこと，苦手なこと」シートの活用方法について

(3) 個別面談の方法（例）

(4) 「とても苦手」「少し苦手」なことに対して⇒担任がすぐにできる支援方法の例

２ 姶良市教委作成のシートの活用意図

児童生徒自身の自己理解を高める

⇒ 小学校４年生以上及び中学生を対象として，自分の苦手なことや得意なことに対する

理解を深めるとともに，担任や教科担当と共通のツールとして本シートを活用して教育

相談等を行うことで，必要な合理的配慮が明確になったり，必要な支援が引き継がれや

すくなったりする。

学校（教師）が気付きにくい本人の困難さに気付き，対応する

⇒ これまで本人は困っているのに，学校が困っていると気付かず引継ぎ等の対

象になっていなかった児童生徒への対応を，丁寧に検討することにつながる。

日常の支援が充実し，引継ぎの重要性や必要性に気付く

⇒ 本人や保護者，学校が気付きにくかった困難さを理解し，配慮や手立て，支

援を実際に行うなどを通して，本人，保護者，学校が支援等の有効性に気付く

ことで，次のステージに引き継ぎやすくなる。

３ 活用方法

県内16校全ての特別支援学校の巡回相談員が実施する巡回相談において，引継ぎに関する

助言の中で，必要な学校について情報提供し，必要に応じて活用してもらう。

４ 活用の範囲

○ 16校の特別支援学校の巡回相談

○ 必要な学校として情報提供した学校

５ 活用に当たって

○ 姶良市教委が作成したものを活用させていただいているということを必ず学校

に伝える。

○ 特別支援学校の巡回相談で活用した場合の問合せ等については，特別支援教育

室が窓口となる。

○ その他，活用及び活用方法等に関しては，姶良市教委の同意を得る。
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